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糖負荷試験境界型の管理に関する研究

―経年観察から見た高危険度群の設定試案―
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斉藤 功 池辺 淑子

目的　本研究の目的は75 g経口糖負荷試験の経年観察の成績を用い，糖尿病を発症しやすい高危険度群を区

分することである。

方法　我々は1987-95年までの基本健康診査における75 g経口糖負荷試験の2回以上の受診者413人を対象と

した。そのうち，初回受診時に2時間値が120-199 mg/dlの者は227人であった。この中から，初回受

診時の2時間値を120 mg/dlから10 mg/dlずつに8区分し，それぞれの区分について，1-8年（平均

2.7±1.7年）後の2時間値200 mg/dl以上への累積移行率を算出した。また，1年間隔で4回連続して

受診した36人について，4回の2時間血糖値の平均値と変動係数との関係について解析を行った。

成績　初回受診時の2時間値が120-159 mg/dlの群における10 mg/dl毎の累積移行率は，濃度の低いものか

ら7.4, 12.1，16.1，15.0％であり，160-199mg/dlの群については，同様に29.6，29.6，39.1，47.4％であっ

た。2時間値が160 mg/dlを境にして，その後の糖尿病型への移行率が増加傾向を示した。さらに1年

間隔で4回連続受診した36人について，2時間値の4回の平均値と変動係数の関係をみると，変動係数

は2時間値にかかわらず，約20％を中心に分布していた。

結論　2時間値で160 mg/dlを境にして200 mg/dl以上への移行率が急激に増加することから，糖尿病予防

のために2時間値160-199 mg/dlの群を高危険度群として重点管理することが必要であると考える。
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